
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２層協議体 

１．各生活圏域における課題解決のために、協議題材に必要なメンバーを柔軟に参集し、開催する協議

体毎に固定しないメンバーで行うことも可能とする。 

２．メンバーは、町会、地縁組織、ボランティア団体、社協支部、介護関係事業者等で、構成する。 

３．第１層協議会（地域支え合い推進協議会）での検討内容を参考に、第２層生活支援コーディネーター

が中心に運営し、第１層生活支援コーディネーターと市も支援をする。 

・支援を要する人と支援の担い手どうしの 

 マッチング 

・担い手の創出、育成、活動継続の支援 

・コーディネーターの配置 

・担い手に対し、補助金等による支援 

 

 

 

 

 

 

習志野市 

 

な 

地域サロン 

（通いの場） 

家事の支援 

（訪問） 

見守り 

支援の担い手 

市民団体・ボランティアグループ 

介護事業者 など 

軽度の支援を要する高齢者 

生活支援体制のイメージ 

【資料１】 

習志野市 

＜市域全体＞ 

習志野市地域支え合い推進協議会 
第１層 
協議体 

第１層生活支援コーディネーター 

＜日常生活圏域ごと＞ 
第２層 
協議体 

第２層生活支援コーディネーター
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・情報共有 

・課題解決策の検討 


